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■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

ゆずります�

ゆずってください�

ひな人形（七段飾り・
無料）、ピアノ（２万円
以上）、学習机（木製・
５０００円）、食器洗機（１
万５０００円）、介護用
ベッド（電動リクライニ
ング・無料）、ベビーダ
ンス（5000円）�
※問題が生じた時は、当事
者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。�

■申■問商工振興課�
�○内３３６�

市松人形（１万円）�

　
長
年
に
わ
た
り
、
八
潮
市
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
市

政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。�

旭
日
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）�

清水　祐二さん�
（南川崎）�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

�

越
谷
市�

第
２３
回
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭�

■日
３
月
４
日
�
　
午
後
０
時
３０
分
〜
４
時

３０
分�

■場
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル�

■内
神
楽
ば
や
し
、
お
囃
子
、
木
遣
り
、
獅

子
舞
な
ど
※
出
演
＝
越
谷
市
郷
土
芸
能
保

存
協
会
ほ
か�

■費
無
料�

■問
越
谷
市
生
涯
学
習
課
�
９６３
・
９
３
０
７�

�

三
郷
市�

北
公
民
館
ま
つ
り�

■日
３
月
１０
日
�
・
１１
日
�
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
（
１１
日
は
午
後
３
時
ま
で
）�

■場
北
公
民
館
（
新
三
郷
駅
か
ら
徒
歩
１５
分
）

■内
①
展
示
部
門（
両
日
）＝
油
彩
・
水
彩
画
、

生
け
花
な
ど
②（
１０
日
）＝
外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど�

■問
三
郷
市
北
公
民
館
�
９５７
・
０
２
５
３�

�

草
加
市�

環
境
と
健
康
を
考
え
た
住
ま
い
の
講
座�

　
化
学
物
質
を
避
け
た
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

■日
２
月
２４
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

■場
勤
労
福
祉
会
館
（
新
田
駅
西
口
か
ら
徒

歩
８
分
）�

■内
室
内
環
境
汚
染
に
よ
る
ヒ
ト
へ
の
影
響

ほ
か�

■定
８０
人�

■申
電
話
で
、
草
加
市
環
境
課
（
�
９２２
・
１

５
１
９
）
へ�

�

吉
川
市�

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム�

　
「
夢
を
追
い
か
け
て
自
分
ら
し
く
輝
い

て
い
る
若
者
２
人
」
に
登
場
し
て
も
ら
い
、

参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
れ

る
話
と
演
目
を
披
露
し
ま
す
。�

■日
３
月
３
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
開
演
（
午

後
１
時
開
場
）�

■場
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
多

目
的
ホ
ー
ル�

■内
若
き
日
舞
の
舞
踏
家
と
オ
ペ
ラ
歌
手
に

よ
る
ト
ー
ク
＆
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン�

■定
３
０
０
人
（
先
着
順
）�

■費
無
料�

■問
吉
川
市
市
民
参
加
推
進
課
�
９８２
・
９
６

８
５
、
�
９８１
・
５
６
８
２�

�

松
伏
町�

ふ
る
さ
と
寄
席
　
扇
遊
・
正
蔵
二
人
会�

■日
２
月
２４
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）�

■内
出
演
者
＝
入
船
亭
扇
遊
、
林
家
正
蔵
ほ

か�■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）�

■費
〈
全
席
指
定
〉
大
人
１
５
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
５
０
０
円
※
残
席
僅
少�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

■■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

���

　
　
孫
娘
の
門
出�

八
潮
五
　
西
森
八
重
子�

は
り
つ
め
た
絹
の
よ
う
な
白
い
肌�

薄
化
粧
で
す
ら
り
と
立
つ
娘
の
着
物
姿�

そ
の
う
な
じ
が
初
々
し
い�

「
お
め
で
と
う
、
お
め
で
と
う
」�

お
祝
い
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら�

孫
娘
は
、
成
人
式
の
会
場
へ
向
か
っ
た�

こ
と
し
二
十
歳�

花
の
よ
う
に
育
っ
た
娘
よ�

い
ま
、
あ
な
た
の
未
来
は�

洋
々
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
る�

��
�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

亥
の
年
は
わ
が
年
な
れ
ば
心
し
て�

　
　
　
悔
い
な
き
日
々
を
生
き
ん
と
思
う�

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

我
老
い
て
七
草
粥
を
す
す
り
つ
つ�

　
　
　
歯
の
無
き
祖
父
を
思
い
偲
び
ぬ�

八
　
條
　
種
村
　
幸
子�

母
と
子
の
学
び
合
う
さ
ま
見
る
夕
べ�

　
　
　
柔
和
な
思
い
で
鉛
筆
削
る�

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

初
詣
引
き
し
お
み
く
じ
吉
と
出
る�

　
　
　
今
年
の
運
中
程
の
幸�

南
川
崎
　
伊
本
　
則
子�

山
茶
花
の
蜜
吸
い
て
き
た
め
じ
ろ
二
羽�

　
　
　
輪
切
り
の
み
か
ん
啄
み
て
お
り�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

低
気
圧
過
ぎ
し
冬
空
見
上
げ
れ
ば�

　
　
　
北
斗
七
星
キ
ラ
キ
ラ
光
る�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

爽
や
か
な
朝
の
光
に
元
気
よ
く�

　
　
　
羽
搏
く
鳥
の
姿
雄
々
し
く�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

徒
然
に
辿
る
山
裾
も
み
じ
葉
の�

　
　
　
道
敷
き
詰
め
し
そ
の
音
軽
や
か�

八
潮
七
　
狩
野
　
　
敏�

公
園
で
遊
ぶ
子
供
の
姿
な
く�

　
　
　
今
は
夕
暮
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る�

浮
　
塚
　
土
屋
美
智
代�

正
月
の
華
や
ぐ
声
や
子
供
ら
の�

　
　
　
晴
れ
着
姿
に
幸
多
か
れ
と�

��

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

上
州
路
霜
枯
れ
野
に
吹
く
白
き
風�

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

青
菜
、
芋
、
田
舎
仕
込
み
の
雑
煮
食
ふ�

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

七
草
や
姉
妹
と
語
る
遠
き
母�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

風
吹
き
て
星
美
し
き
夜
寒
か
な�

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

九
十
に
一
齢
加
え
年
新
た�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

春
帽
子
被
っ
て
み
れ
ば
春
の
顔�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

禁
煙
の
誓
い
も
む
な
し
去
年
今
年�

中
央
一
　
斎
藤
　
富
吉�

鰤
起
し
大
漁
祈
願
氷
見
の
町�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

初
詣
で
根
付
け
の
帯
の
鈴
が
鳴
る�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

山
門
の
か
げ
の
日
溜
り
暦
売
り�

大
曽
根
　
椎
野
さ
ち
子�

柔
ら
か
き
幼
児
の
手
に
触
れ
春
来
る�

八
潮
六
　
菅
澤
　
　
博�

ス
ト
ー
ブ
で
南
瓜
炊
き
喰
う
岩
見
沢
っ
児�

緑
町
三
　
岩
田
　
苑
江�

電
子
辞
書
な
じ
ま
ぬ
ま
ま
に
年
新
た�

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

飴
を
切
る
音
も
軽
や
か
初
参
り�

垳
　
　
　
森
田
エ
ミ
子�

秋
深
し
水
面
に
揺
れ
る
月
の
影�

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子�

紙
漉
き
場
光
さ
し
こ
み
水
清
し�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

今
も
な
お
母
の
お
せ
ち
を
手
本
と
す�

八
潮
二
　
近
藤
　
寛
一�

寂
し
く
も
真
っ
赤
に
染
ま
り
落
葉
す�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

寒
の
月
西
に
残
し
て
陽
が
昇
る�

八
　
條
　
大
山
ト
キ
子�

き
ん
か
ん
の
色
づ
く
ご
と
に
野
鳥
く
る�

�

み
な
さ
ま
今
年
も
、
心
に
ひ
び
く
魅
力
的
な

御
作
品
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。�

（
選
者
）�

き
も
の
サ
ー
ク
ル�

■日
第
１
・
第
３
火
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
　
■場
八
幡
公
民
館
和
室
ほ
か
　
■費

入
会
金
１
５
０
０
円
、
月
会
費
１
５
０
０

円
　
■問
川
浦
�
９３１
・
３
８
１
８�

�

社
交
ダ
ン
ス
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
会�

　
皆
さ
ん
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か�

■日
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
　
■場

八
幡
公
民
館
ほ
か
　
■費
月
会
費
３
０
０
０

円
　
■問
小
林
�
０９０
・
４
７
１
５
・
７
９
５

３�
�

遺
言
書
の
書
き
方
学
習
会�

「
あ
な
た
の
相
続
を
真
剣
に
考
え
る
」�

■日
２
月
２４
日
�
　
午
前
９
時
〜
正
午
　
■場

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ｂ
　
■定
１５
人
　
■費
無

料
　
■問
遺
言
相
続
後
見
ネ
ッ
ト
�
９４６
・
５

１
５
２�

�

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会�

■日
２
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）
　
■場
八
潮
民

主
商
工
会
　
■内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
■費
無
料
　
■問
中
村
�
９９５

・
６
９
６
２�

�

牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
以
上
お
持
ち
の
方
へ�

廃
油
か
ら
の
手
作
り
石
け
ん
（
１
個
）
差

し
上
げ
ま
す�

■日
２
月
１８
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
消
費
生
活
展
開

催
内
）　
■定
６０
人
（
先
着
順
）　
■問
消
費
生

活
を
考
え
る
会
・
金
森
�
９９６
・
６
８
４
４�

税
理
士
会
の
無
料
税
務
相
談
会�

■日
２
月
１９
日
�
〜
２３
日
�
　
午
前
９
時
３０

分
〜
１１
時
・
午
後
１
時
〜
３
時
　
■場
八
潮

メ
セ
ナ
　
■対
年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
、
年
の
途
中

で
退
職
し
た
方
な
ど
　
■内
住
宅
借
入
金
特

別
控
除
は
行
い
ま
せ
ん
　
■問
関
東
信
越
税

理
士
会
越
谷
支
部
事
務
局
�
９６２
・
６
１
３

１�
�

リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集�

■日
第
１
・
第
３
金
曜
日
　
午
後
３
時
〜
４

時
　
■場
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
鶴
ケ

曽
根
）
ほ
か
　
■対
言
葉
が
遅
い
、
お
友
達

と
う
ま
く
遊
べ
な
い
な
ど
発
達
に
つ
ま
づ

き
の
あ
る
未
就
学
児
　
■費
月
会
費
１
０
０

０
円
　
■問
山
本
�
９９９
・
２
０
１
５�

�

ホ
ッ
ト
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
！
親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
〜
平
成
１８
年
度
男
女
共
同
参
画

推
進
活
動
団
体
補
助
事
業
〜�

■日
２
月
２７
日
�
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

■場
八
幡
公
民
館
（
支
館
ホ
ー
ル
）
　
■対
未

就
園
児
の
親
子
　
■内
子
ど
も
と
の
遊
び
方

を
知
り
た
い
お
父
さ
ん
に
、
す
ぐ
に
役
立

つ
遊
び
を
ご
紹
介
。
日
ご
ろ
子
ど
も
に
振

り
回
さ
れ
が
ち
な
お
母
さ
ん
に
は
、
ホ
ッ

と
す
る
ひ
と
時
を
。
※
講
師
＝
遊
あ
と
り

え
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
代
表
・
瀬
戸
清
美
さ

ん
　
■費
無
料
　
■問
す
て
っ
ぷ
の
会
・
小
野

�
兼
�
９９７
・
２
６
５
４�

�

ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
全
国
大
会�

■日
２
月
２５
日
�
（
雨
天
の
場
合
３
月
２５
日

�
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
■場
大
瀬

運
動
公
園
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）
　
■費
参

加
費
２
０
０
０
円
　
■問
木
村
�
９９６
・
７
７

０
５�

�

ま
ん
ま
る
よ
や
く
（
埼
玉
県
東
南
部

地
域
公
共
施
設
・
生
涯
学
習
講
座
予

約
案
内
シ
ス
テ
ム
）
の
一
時
停
止�

■日
２
月
２６
日
�
　
午
前
８
時
〜
２
月
２７
日

�
　
午
前
１０
時�

■問
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
○内
４

６
５�

�

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
切
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？�

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

さ
れ
る
方
に
発
行
し
た
電
子
証
明
書
の
有

効
期
間
は
３
年
間
で
す
。
有
効
期
間
が
満

了
し
、
失
効
し
た
場
合
、
国
税
の
電
子
申

告
（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
の
電
子
申
請
・

届
出
の
ご
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
が
満
了
さ

れ
る
方
で
、
引
き
続
き
電
子
申
請
を
ご
利

用
に
な
る
方
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
カ
ー
ド
前
面
に
書
か
れ
て
い
る

有
効
期
間
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

も
の
で
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

■日
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
３０
分�

■場
市
民
課
窓
口�

■持
●
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ

た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
●
本
人
確
認
書

類
（
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
）、
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
写
真
付
き
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
●
発
行
手
数

料
５
０
０
円�

※
更
新
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、
新
し
い

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
手
続
の
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
と
な
り
ま
す
。�

■問
市
民
課
�
○内
２
１
０
・
２
１
６�

�

市
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ�

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い�

　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
付
に
便
利
な
口
座

振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

　
市
税
の
納
付
に
は
、「
安
全
・
確
実
・

便
利
」
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
納
税
通
知
書
、
預

金
（
貯
金
）
通
帳
、
通
帳
登
録
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。�

●
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
市
で
は
、
納
期
限
内
に
納
税
し
た
多
く

の
方
と
の
適
正
・
公
平
な
観
点
か
ら
、
高

額
滞
納
者
や
長
期
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
厳
し
い
姿
勢
で

滞
納
処
分
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
税
の
納

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
な

ど
の
事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。�

■問
納
税
課
�
○内
２
９
３
、
国
保
年
金
課
　

�
○内
８
３
３�

�

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す�

　
平
成
１９
年
度
償
却
資
産
の
申
告
が
お
済

で
な
い
方
は
、
早
急
に
郵
送
、
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
申
告
書
が
無
い
場
合
や
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■問
資
産
税
課
�
○内
４
１
２�

�

高
齢
の
方
、
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
無
料
法
律
相
談�

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
専
門
的
な
立
場

か
ら
問
題
を
整
理
し
、
解
決
に
向
け
て
支

援
し
ま
す
。
認
知
症
に
よ
る
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル
、
成
年
後
見
人
制
度
に
関
す
る
相
談
、

相
続
や
債
務
整
理
の
相
談
な
ど
、
日
常
生

活
全
般
に
つ
い
て
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

■問
県
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
（
与
野
駅
下
車
徒
歩
１０
分
）
�
０４８
・
８２２

・
１
２
０
４
（
予
約
制
）
　
�
０４８
・
８２２
・

１
４
０
６�

�

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ�

■日
３
月
７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

■場
春
日
部
市
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
講
堂
（
春

日
部
市
粕
壁
東
１
│
２０
│
２８
、
�
０４８
・
７６１

・
３
１
８
１
）�

■内
４
月
８
日
執
行
の
埼
玉
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
東
第
１
区
〜
東
第
１５
区
の
立
候
補

届
出
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
お
よ
び
立

候
補
者
交
付
書
類
等
の
説
明�

■問
市
選
挙
管
理
委
員
会
�
○内
２
６
４�

　�平
成
１９
・
２０
年
度
物
品
等
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け
付
け�

■日
２
月
１４
日
�
〜
１６
日
�
　
午
前
９
時
〜

１１
時
、午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
※
日
時
厳
守�

■申
市
役
所
１
階
第
４
会
議
室
に
持
参
（
郵

送
不
可
）�

※
申
請
の
手
引
き
は
、
八
潮
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。�

■問
財
政
課
�
○内
４
４
５�

�

河
川
整
備
計
画
に
ご
意
見
を�

　
国
土
交
通
省
で
は
、
利
根
川
水
系
中

川
・
綾
瀬
川
の
国
が
管
理
し
て
い
る
区
間

に
つ
い
て
、
関
係
住
民
の
ご
意
見
等
を
踏

ま
え
た
「
利
根
川
水
系
中
川
・
綾
瀬
川
河

川
整
備
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。�

■問
江
戸
川
河
川
事
務
所
計
画
課
�
０４
・
７

１
２
５
・
７
３
１
８
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ktr.m
lit.go.jp/tonegawa

-plan/
������

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い�

〜
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜�

　
あ
な
た
の
そ
の
声
を
大
切
に
し
ま
す
！

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に

語
り
ま
し
ょ
う
。�

■日
２
月
２３
日
�
　
午
後
７
時
〜
９
時�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方�

■内
「
清
潔
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
２
月
２１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
広
聴
広
報
課
（
�
○内
３
７
３
）
へ�

�

公
民
館
事
業�

①
人
権
講
座�

■日
３
月
４
日
�
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午�

■場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室�

■内
●
裁
判
員
制
度
の
お
知
ら
せ
●
ビ
デ
オ

上
映
「
裁
判
員
制
度
│
も
し
も
あ
な
た
が

選
ば
れ
た
ら
│
」�

※
講
師
＝
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
職
員�

■定
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

②
幼
児
家
庭
教
育
学
級�

「
簡
単
！
楽
し
い
！
春
の
お
弁
当
づ
く
り
」�

■日
３
月
８
日
�
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

１
時�

■場
八
幡
公
民
館
調
理
室�

■対
幼
児
を
持
つ
親
、
ま
た
は
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
方�

■内
お
弁
当
づ
く
り
を
基
本
に
、
年
齢
に
合

わ
せ
た
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、見
た
目
の
楽

し
さ
を
演
出
す
る
工
夫
を
学
ぶ
※
託
児
有

り
（
お
お
む
ね
２
歳
以
上
、
要
予
約
）�

■持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
弁
当
箱
（
大

人
用
、
子
ど
も
用
）�

■定
１６
人
（
申
込
順
）�

■費
５
０
０
円�

―
①
②
共
通
―�

■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
�

９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ�

�

や
し
お
市
民
大
学
第
３
回
公
開
講
座�

■日
２
月
１７
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室�

■内
や
し
お
市
民
大
学
第
２
学
年
学
生
に
よ

る
自
主
研
究
発
表�

■定
３０
人
（
申
込
順
）�

■申
２
月
１５
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

社
会
教
育
課
（
�
○内
３
６
５
・
３
９
７
）

へ�

　３月１８日�から、戸籍事務を電算化して処理します。現在、和紙
に記載している戸籍を電算化し保存・管理することになり、八潮市
に本籍がある方の戸籍の記載が項目ごとに整理され、内容が分かり
やすくなります。�
証明書の交付までの時間が短縮�
　今までの戸籍は、和紙にタイプライターで記載していました。しかし、手作
業を中心とした事務のため、多くの時間がかかっていました。�
　今後は、戸籍の電算化により、より早く、分かりやすい戸籍を作成できるよ
うになり、届け出から証明発行までの時間が短縮されます。�
証明の名称や書式が変更�
　これまでの戸籍謄本に該当する証明が「全部事項証明」に、戸籍抄本に該当
する証明が「個人事項証明」に名称が変わります。証明書の手数料は、１通４５０
円で現在と変わりません。また、書式が縦書きから横書きとなり、項目化されて
見やすく、分かりやすいものとなります。�
�
�
�
�
�
�
今までの戸籍は「平成改製原戸籍」として保存�
　現在の和紙の戸籍は「平成改製原戸籍」と
して、１００年間保存します。�
　電算化後の戸籍には、婚姻や死亡などで既
に除籍されている方は記載されません。電算
化前の証明書が必要なときは「平成改製原戸
籍」をご請求ください。�

　証明書の手数料は、１通７５０円で現在と変わりません。�
戸籍には常用漢字などを使用�
　戸籍の氏名の文字は、常用漢字、人名用漢字などの文字で記載することにな
ります。�
附票も同時に電算化�
　戸籍の附票は、最新の住所を記載し、住所の異動があった都度、記載してい
きます。電算化前の住所の履歴の証明が必要な場合は、「平成改製原附票」をご
請求ください。�
　証明書の手数料は、１通２００円で現在と変わりません。�
個人情報の管理は厳格に�
　戸籍を管理するコンピュータは、住民基本台帳システムなど、ほかのコンピ
ュータには接続しないため、個人情報は厳格に保護されます。�

3月18日（日）から�

戸籍の電算化がスタート！�

現　　　在�

文章縦書き� 項目別横書き�
偽造防止用紙� 偽造防止用紙�
朱　肉　印� 黒色印（電子印）�

書式�
用紙�
公印�

謄　　　　本�
（Ｂ４判横長）�
抄　　　　本�
（Ｂ５判縦長）�

全部事項証明�
（Ａ４判縦長）�
個人事項証明�
（Ａ４判縦長）�

名称�
・�
様式�

電算化後�

■問市民課�○内２１３・２１５�

籍　本�

名　氏�
母�生出� 夫� 父�母�生出� 妻� 父�

男長�女長�

埼
玉
県
八
潮
市
中
央
一
丁
目
二
番
地
一�

八
　
潮
　
太
　
郎�

太
　
郎�

桃
　
子�

八
潮
　
一
郎�

富
士
　
次
郎�

昭
和
参
拾
八
年
四
月
弐
日�

昭
和
四
拾
年
参
月
参
日�

　
　
　
富
子�

　
　
　
花
子�

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
編
製
� 

昭
和
参
拾
八
年
四
月
弐
日
埼
玉
県
八
潮
市
で
出
生
同
月
八
日
父
届
出
入
籍
� 

昭
和
四
拾
年
参
月
参
日
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
で
出
生
同
月
十
日
父
届
出
入
籍
� 

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
富
士
桃
子
と
婚
姻
届
出
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
八
條
六
百
六�

十
五
番
地
八
潮
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
� 

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
八
潮
太
郎
と
婚
姻
届
出
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山�

百
番
地
富
士
次
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
� 

【婚姻日】　　平成元年８月３０日�
【配偶者氏名】　八潮太郎�
【従前戸籍】　埼玉県比企郡嵐山町大字杉山１００番地　富士次郎�

以下余白�

（1の1）�

埼玉県八潮市中央一丁目２番地１�

八潮　太郎�

本　　　　籍�

氏　　　　名�

戸籍事項�
　戸籍改製�

戸籍に記載されている者�

【改製日】　　平成１９年３月１７日�
【改製事由】　平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製�

【名】　太郎　　　　　【配偶者区分】　夫�

【生年月日】　昭和３８年４月２日�

【父】　　八潮一郎�

【母】　　八潮富子�

【続柄】　　長男�

身分事項�
　　出　　生�
�
�
�
�
　　婚　　姻�

身分事項�
　　出　　生�
�
�
�
�
　　婚　　姻�

【出生日】　　昭和３８年４月２日�
【出生地】　　埼玉県八潮市�
【届出日】　　昭和３８年４月８日�
【届出人】　　父�

【婚姻日】　　平成元年８月３０日�
【配偶者氏名】　富士桃子�
【従前戸籍】　埼玉県八潮市大字八條６６５番地　八潮一郎�

戸籍に記載されている者�
【名】　桃子　　　　　【配偶者区分】　妻�

【生年月日】　昭和４０年３月３日�
【父】　　富士次郎�
【母】　　富士花子�
【続柄】　　長女�

【出生日】　　昭和４０年３月３日�
【出生地】　　埼玉県比企郡嵐山町�
【届出日】　　昭和４０年３月１０日�
【届出人】　　父�

全部事項証明�

見
本�

見
本�

か
ぐ
ら�

は
や
し�

き�

や�

い�

さ
ざ
ん
か�

は�

ば
た�

つ
れ�

づ
れ�

ね�

さ
ち�

こ�

ぞ�

か
ぼ�

す�

み
な
も�

ち
ゃ�

い
　
わ
　
み
　
っ
　
こ�

つ
い
ば�

さ
だ
め�


